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と同等あるいはそれ以上の堆積があると考えることが妥当

と思われる。したがって,「放置」「管理 。中」「管理 ・大」

の順で堆積量は少なくなる。樹種別でみると, クヌギ・コ

ナラ,ア カマツ,ス ギ,竹 林の順で含水率が高い傾向にあっ

た。スギ林は林床に常緑の低木や地被類が存在し,全 体と

して湿潤な状態であった。しかし落業は,比 較的乾燥して

いたことが注目される。また竹林の落葉が最も乾燥してい

た。首都圏と近畿圏の差は今回の調査では見られなかった。

今回の調査では,土 地条件による影響を小さくするため,

概ね30°を越えない緩斜面の中間域から採取した。しかし

方位については,現 地の条件から同一方向に統一すること

はできなかった。

6.火 災に関する里山林の安全考察

今回の実験や新市街地の調査をとおして,春 先の里山林

は, いずれも20%を 越す比較的高い水分を落葉に保持し

ていることがわかった。このことは異常乾燥等以外,林 野

火災の安全性は,比 較的高いといえそうである。管理状態

別に比較考察してみると,「放置」は高い含水率のため着

火危険は低いと考えられる。しかしササ類を含め可燃物量

が多いことは,延 焼危険が高いことを意味する。「管理 ・

中」は,比 較的高い含水率を維持し,サ サ類がないことか

ら着火危険,延 焼危険とも低い状態にあるとみられる。や

や過剰といえる 「管理 ・大」では,可 燃物量が少ないため

延焼危険性は小さいが,含 水率は低く着火危険が残るとい

える。以上,着 火危険と延焼危険に分けて火災対策を講じ

ることが,一 つの方策と考えられる。例えば里山林の林道,

広場等人の活用が多い地区の隣接空間は着火危険に,市 街

地が隣接する空間では延焼危険に,そ れぞれ配慮する必要

がある。そして延焼危険を回避するためには,サ サ類等の

下草刈りを重点的に,着 火危険を回避するためには,林 床

落葉等の含水率を高めに維持することを重点的に配慮した

管理をおこなうなどが考えられる。最後に,林 床の落葉等

の含水率や堆積量は,相 対湿度,風 などの気象条件,傾 斜,

方位などの地形条件にも左右されることが既往の研究で知

られているが今回はこうした点については触れることが出

来なかった。同様に,表 層土壌の乾湿を左右する尾根部や

谷底部や,土 質の差について分析することはできなかった。

また本研究では林床の管理にしぼったので,今 回お、れてい

ないが,里 山林の火災を考える上で,風 の影響を挙げなけ

ればならない。風は,延 焼方向や延焼速度を決定づける要

因であり注意を要する。特に飛火による火災拡大の主要因

のひとつでもある。里山林の火災危険の軽減にはこれらの

配慮も必要と考えられるが今後の課題としたい。
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Summary:Satoyama(a」 apanese term meaning as“
mountain  foothills"  or  “village  woodlands"  in
recognition  of the  proxilnity  of  human‐affected
landscapes to rural villages)forests adjacent to cities
have been gaining notice for both their greenery and

their ability to act as habitat for anilnals and plants,

Ho、vever, due to little management, many flamltnable

materials remain in these areasi they would make the

機器 盟f盤 鮒 |よ:古孟濫 t:牝撤 S掛黛“it品辞 書 i抗 を史

on satoyama FOrest was experilnented in the labo.

Additionally, the fallen leaves of satoyama forests

found at parks and other areas, and their cumulative

quantities, were measured. Results of this study
discovered that fallen satoyama forest leaves in early

spring l■aintain inore than 20%of their entire lnoisture

content. However, a detailed look shows that their

conditions differ depending on the condition of the local

conservancy.In forests that are left to nature,although

both the moisture content, one can still identify the

hazardous nature of flame propagation due to high

cumulative quantity. On the other hand, in forests

where lnost foliage is remOved,the moisture content of

newly fallen leaves is low and they are easily flammable.

The study found that conservvancy― leaving a proper

amount of fallen leaves by mo、 ving grass and banboo‐

increases the moisture content and makes the fallen

leaves less flammable, which lowering the hazards of

starting and spreading Fire.
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